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A ミミナグサの果実

Cerastium holosteoides Fries var.凶llaisanensis
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O ミミナグサとオランダミミナグサ
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B オランダミミナグサの果実

Cerastiurn glcmeraturn Thui 11 ier 

に優勢でナグサは非常に少なくなっていますo

ナグサが多い所は自然度の高い所といってもよさ

セイヨウ合ンポポが日本在来のタ ンポポ類を圧迫し そうです。

ているように，都市減を中心とする土着種属と外来種 さて両者の区別ですが，果期における果梗の長さが

との戦いは在来種に不利な場合が多いようです。日本 最も確実です。ナグサでは琴よりもはるかに長い

在来のナグサ対，新来のオランダミミナグサの場 伎があるのにオラ ンダミミナグサでは専と同長位しか

合も同じような傾向にあるようです。 なく，果実の大き さもかなり違います。またナグ

ナグサは分布の主主主が中国にありイ ン ド，台湾， サは薬が深緑色で茎が紫色を帯びることが多いのに対

朝鮮から日本にも及ぶものです。日本には古くから畑 し，オラ ンダミミナグサは全体が黄色味がかった緑色

や里の雑草として知られてきましたが，古きをたずね です。土着のタ ンポポの多い所ではミミナグサが多く，

れば或いは農耕と共に中国から渡ってきたものかも知 セイヨウタンポポ優勢な所ではオランダナグサも

れません。 優勢といったことが見られると思l~ 、 ます。

これに対しオランダナグサはヨーロ ッバ原産の (大場達之〕

雑草で日本には明治年間に渡来したもののようです。

しか し最近ではどこでもオ ランダミミナグサが圧倒的
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O 相模原市のシチアクピ

市内大島(海抜112m)の相撲川|流域の林を散策中ツ

チ77ビを l株見た。そこは400m'位のモウソウチク林

で付近は，新興の住宅地があり，数年後には，全面的

に宅地イじされる。生育地は官若葉土が伺位積ってお

り， その下は黒土及び一部ローム庖が露出している。

そこの主な箱物Ii. キズタ，ヤブコウジ，マン リョウ，

アオキ，シロ ダモ，エビヰ， ジャノヒゲ，キチ ジョウ

ソウ等，またスギの20年生のものが 7- 8本備え られ

ていた。ツ チア ケビを探集 したのは， 11月15日で株の

根元より折り，狼赤色の果実を捺本とした。茎は直立

し， 高さ40c机位，上部にアケビに似た狭だ円形の果実

が 5個下垂していた。神奈川県内では横浜，厚木，鎌

倉，小田原，箱線，JII筒，丹沢 (大山，餐毛，津久井，

宮ヶ瀬，世附〉などに点々と分布が知られるが，相模

原市では新発見であるので記録 しておきたし、。なお隣

接の町田市には記録がある。(八木 馨 )

O む〈ろじ(むくろじ科)

昭和41年])月 8日付の神奈川新聞に現在，績須賀の

樽物館に勤務されている大谷先生が，本品について，

所在を確認されました。それはも請須賀市，林，海上自

衛隊，敷地内の岩崎山と御幸山で，多くの樹木の中に，

「むくるじJのある事の記事で した。その後，jJt須賀

市馬堀町の浄林寺に，地上ー米内外の所で径30寝位樹

高 12-3米の見事な物がある事を教えて頂き市内で初

めて見る大木に出会いおどろきやら珍ら しいやらで一

杯で した。丁度 11月の中旬で，梢には丸い形をした

果実が，数多く残っているのを観察出来ました。今で

も時折ここを通る度に眺めでは，移り変わる自然、の美

しさに心をひかれる様です。今回の組物調査で，市内

根岸町 2丁134番地付近と，同町 2丁目40番地付近の

ニケ所で，ーヶ所は地上20糠位の所から切られている

直径30段位であり，その株から数本の襲が，rむくろじ」
であることを，教えているかの様でした。 また，市内

太田和 5丁目 2609番地，入口にも目通り 30樽，樹高10

メート Jしがあり，家の方のお話しによりますと，祖父

が子供の頃はこの木の伎に£らさがって遊んだのだそ

うです。また，この果実を「おころ」と言って缶詰の

空缶に入れてかきまぜて，ンヤボン玉を作って遊んだ

そうだ。近年では巣突が，なる年とならない年とがあ

る。 今年はならない年です。などと話をしながら水仙

の株間より数個の柴突を姶って私に下さった。付近に

は，この辺の替の面影が偲ばれるかの傑な「あかめが

しわJや「 しL、」の大樹がありました。叉聞きですが

三浦郡葉山町，上山口小学校，衷側の川|辺にも普はあ

ったそうです。 この地に生まれ，育った方の話で「お

こる」と言って，シャボン玉で遊んだそうです。尚，

神奈川県中井町藤沢にもあり，柴突を 1へぼたんきょ

う」と 言っていたそうて'すo (在、の祖母の話〕 県外

では，埼玉以内「児玉」にもあり，この地方では「も

くろんじ」と言っ て，子供の遊ぶよい素材であったら

しい。そう数多くある木でない為に隣媛の群馬県の万

まで出向き姶い集めたという話 しを聞きました。昭和

26年11月中旬に小田急線，鶴川l駅より パスで15分位行

った所の神社にあったそうて'す。株は，かなり 大きく

見上げる程のものであったそうです。神社名が，不明

とは残念ですが，ここに住んでいられる方の話しでは

「お正月の羽子板の羽根に使ったのだよ」と 言われた

事からも，本品が「むくるじJである事がわかりま寸。

この様に数多くある樹穫とは恩われないが，償須賀に

も，自生と患、われるものが，そこ，ここに点々と育っ

ている事や，かなり 北の方までも分布している事がわ

か りました。何れにしても，普から多くの人々に愛さ

れ育てられてきた「むくろじ」が都市化の波に，大衡

が，一見，なんの抵抗もな く無念にもその盗を変え僚

としている奈は，大自然とのかかわり合いの中で育っ

て来た人聞が，今，自然との接触を次第に遠ざけて行

くかの僚な気がしてならない。(西山 清治)

O 相模川 の植物近況

昨年より相撲川の河口から城山ダムに至る河川|敷の

組物調査を実施している。過去の調査資料がな1いので，

比較検討はできないが 2. 3気づいた組物をあげて

みたい。

最近目立って地えてきた帰化値物にメリケンガヤツ

リ，オランダガラシ，コ カナダモ， アメリカヰナシカ

ズラ， ヒロ ハホウ キギウ などがある。 この うちオラ J

ダガラシとコカナダモは20号台風で殆ど流出して しま

った。 アメリカネナシカズラは河口減では主にハ7 ヒ

ルガオを，内陸ではカワラヨモギを寄主としている。

メリケンガヤツリ は2 ・ 3年前から急激に増えはじめ

たもので，今では普通の雑草である。在来の績物では

昨年ニガガシュウを河口で見出した。私は三浦半島で

見ているが，少ない植物の一つである。 また相撲川の

貴重箱物の一つであるカワラノギクは昨年は台風でか

なり痛めつけられた。今のところ域山ダムから水道僑

にいたる安定した河川敷に，カワラニガナ，カワラヨ

モギ，カワラハハコなどとともに点々と見られる。

(高僑秀男)

Oコミネ カエデとナンゴクミネカエデ

コミヰカエデは丹沢，箱板山地のブナ得に生えるも

のとして疑¥，.がもたれていな L、。しかし，最近大場達

之氏と原色日本縞物図鑑木本編f1 ( 298頁)を見てL、

たら，本県はナンゴクミヰカエデの分布域に入る可能

性ーがあることを示唆する記事が自にとま った。両者の

区別点li?Eの大きさ にあり，果実耳目では大変見分ける

ことが難しいと¥，.う 。早速標本室で県内産を検討した

ところ，良い様本は少なかったが，丹沢，箱根で集め

られた除、本はみなコ Eヰカエデのようであり ，最も近

くのナンゴク Eヰカエデの産地は静陶県の安倍峠と七

蘭山であったo ;{E期は 5- 6月。本年の前査課題のー

つにしたレと思う。 (高橋秀男〕
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O 湘南ブロック
ナガパギシギシ，ナルコピエ，ナンテ ンハギ，ハリピ

ユ， ヒキヨモギ， ヒゲガヤ， ヒロ ハクサフジ， ワスレ

6月 9日(土)午後第 1回の野外観察会を行う。大 ナグサ。(小原敬)

磯駅に集合し，大磯町と平塚市の.ijZにある浅間山(181 平塚市 平塚の函部三陵地を中心としたHI

m)の南北岡山腹を歩き，鐙かな海岸丘陵地の縞物を lは， 11月までで約 500種の標本を作り終えた。秋は

観察し，分類の勉強を行う 。 調査回数が大巾にダウンしたので，来年以降の宿題が

10月20日(土)午後，平塚市憎物館で第 2回の連絡 たくさん残っている。市内土屋の琵琶に市の青少年施

会を聞き，各地区の調査採集状況，作成 した標本数， 設が作られることになり，その予定地内の指物を調査

調査上の問題点についての情報交換と，ラベルの配布 したがz ここは谷沿いにケヤキとイロ ハモミジの林が

と記入方法の説明を行う。なお，次の行事を計画する。 残り，なかなか面白い所である。尾根には市内では他

O毎月第 3土曜日を平塚市憎物館科学教室での勉強日 にほとんどみられないモミが数本見っかり，またアカ

とする。館で用意した図鑑，双眼顕微鏡等を使って， シデが多いこと， 林床にマンリョウがちらほら見 うけ

持参した標本の種類を調べたり情報の交換等を行う。 られることも特徴といえよう。林には手をつけないで

藤沢市 6月30日 8月25日に教育センタ ーで 残して行くという方針だそうで，ほっとしているとこ

会合し，センター付近に居を精える大谷さんの脂薬を ろである。(浜口 哲一〉

同定したり ，情報交換を行ったりしました。20日の湘 豪野市 HA-1では今年は三ノ搭を中心に入

南支部会にも 2名しか出席できないといった皆さんそ って見ました。南面の日向に績物は多い様です。

れぞれ本業に追われて思うように委せられない実状で 先日はウス'ハ沢をやってみました。つめの人の入ら

す。現在襟本作成数は FU- 1で50，向 2で300，同3 ない所にはまだ植物が残っている傑て'寸。 7':;ムシソ

で500，E Nで50になり ました。本年度確認 したものの ウ，リ ンドウの苦手生を見ました。秋空の傑なこの花々

うち市内では比較的珍 しいものを別記いたします。 が，今年の山の花の最後でしょうか。あの山，この沢

シダ縞物~オオハナワラビ，ナツノハナワラビ，ハ にと思っているうちに，もう山は冬がそこまで来てい

イホラゴケ，ナライシダ，ヤ ワラ シダ，ハリガネワラ る様て'す。採集の点も まことに乏しいものでした。み

ピ，ニシキンダ，コパノヒノキシダ。 んな来年を期しています。 9月末に三ノ塔に入る途中

線子組物~モミ。双子葉植物~ハンゲショウ， ヤマナ 猪に出会い，逃げ帰ったこともありました。今迄に写

ラン，パッコヤナギ，カナピキソウ，ヒメハギ，カン 真に媛った種数は64，確認種数54，採集(写真)種類，

トウカンアオイ，イチリンノウ，イカリソウ，タブノ アセビ，ハシバミ ，シパヤナギ，クロモジ，ホウチャ

キ，カゴノキ，ジロポウエンゴサク，キケマン，グン クソウ，ヤブレガサ，.:/ロヤシオッパツツジ，ヤ

パイナズナズタカ'ラシ，タコノアシ，ヤマヰコノ マハタザオ，ハルリンドウ，ヤマザクラ ， ブナ，キン

メソウ，今 7 アジ サイ，フジザクラ ，イヌザクラ，フ ラン，ジンパリ，ツウパネウ yギ，ホタルカズラ，ウ

ユイチゴ，パライチゴ， トゲナ シキイチゴ， トゲナシ マノアシガタ，カラスヒンャク，センポンヤリ ， ヤマ

イチゴ，オオトゲナシイチゴ，レンリソウ，オオパク ブキ，カントウタンポポ， ヤマハハコ， ウパユ 1)， 

サフジ，ウロパナエンジュ，ムラサキウマゴヤシ，ウ シモツケ，ハンシ ョウブル，ヤマオダマキ，ヤマボウ

ルシ，ツル オオパマサキ，ツリ ハナ，ポヲイジュ，イタ ンヤマシャジン，ウスユキ ソウ，ヒメイワカガミ，

ピ，コケオトギリ，ヒメオトギリ，アカ ネスミレ，ツ イワナンテン，イタド 1)，アキノタムラソウ，アキノ

ポスミレ，マルパス Eレ，アオイス Eレ， ヒメミ ソハ キリンソウ，コマユミ，ヤマトリカブト，テンニンソ

ギ，タニタデ，ヌマトラノオ，コパノトネリコ， シナ ウ，ヒヨドリパナ，オトコエン， フシグロセ ンノウ，ヤ

ノガキ，フデ 1)ノドウ， ヒレハリソウ， トネリコ，ヤ 7 ホタルブウロ，フジアザミ，オミナエシ， '7ズ 7

7 ト ウパナ，ハッカ，ウツボグサ，ケイワタ I~ コ，ハ ジ， ナナカ 7 ド，ャマユリ，クガイソウ'7サボケ，

ンカグサ，ゴキヅ 11-，シロパナタンポポ。 ァオスゲ，ユウガギク，オオマムシグサ， アオキ，フ

iji子mli自物~ウンクグ，ウキヤガラ， ヒメシラスゲ， タリシズカ，エイザンスミレ，マルパスミレ，マツム

ゴウソ，ヤ 7 ラッキョウ，オオパノトンボソウ， サイ ンソウ，キジムンロ，オ ドリコソウ ，サルトリ イバラ，

ハイラン，ネジバナ， '77 ガイソウ，ウパユ リ， ドヲ ホトトギス， ヤ7 ジノホ トトギス，ウメ パチソウ，ヤ

ムギ。確認できなかったもの~江の島のホウライカズ マゴボウ。 6在認だけの種類~イヌシデ，クマンデ，

ラとヤブア ワイチゴ等。 (線本平)

茅ケ崎市、寒川町 茅ケ崎市では確認種数750，

採集敏数 450，寒川町では確認種数480， 探集種数

368， 月に 1- 2回文化資料館に集まり襟本のま監理な

としている。今まで新しく自生が確認された組物は次

の通りである。ァオピユ， アカパナ，イヌシダ，イワ

ニガナ，ウワ Eズザクラ，エゾノギシギシ，オオパタ

ネツ ケノ〈ナ，オニヤブタビラコ，オニヤブ7 オ，カナ

ピキノウ，カワラニガナ，キレ ハア カ ，!Jンポポ，ヲ

ロカワ ズスゲ， コハナヤ スリ?コ パノセンダングサ，

ササパギンラン，セイヨウヤブイチゴ， トノポノウ，

コナラ， '7 y.ギ，ケ ヤキ，ク 1).エ ノキ，ア カマツ，

クロマツ，スギ， ヒノキ，スイバ， ミズ ヒキ， アキノ

ウナギツカ， .イヌタデ，ナカ'ポノハナタデ 'yパ

アケピ，ネムノキ，ヤマハギ. 7)レパヌスピトハギ，

ナンテン ハギ，イy.サンショウ，ヤマウルン':;パ

ウツギ，ホソパ Eツパウツ ギ，イロハモミジ，ハ ウチ

ワカエデ，オオモ Eジ，コ Eネカエデ， ヌルデ，ニシキ

ギ，ホウ ノキ，ガヲウツギ， ンモツケ 1ウ， ヒメンヤ

ラ，オ トギリ ソウソハギ，ウド， ヒカゲミ yパ，

アオキズキ，ベニドウダン， ヤブコウジ， ヒ

イラギ， リンドウ ， タツナ Eソウ，ホトケノザ，イ



:;<7グリ，ナンパンギセル，オオバコ，アキノノゲシ，

ノブキヤ 7 ナルコユリ，

伊~原、 大山地区 伊勢原地区での調査は，既

製のリストの Iつ lつをつぶしながら行ってきたが，

国定公鼠内と取り残しがまだ目立っている。新しく係

集したものでは，ナラインヲ，ナガポノナツノハナワ

ラビ，カリガヰソウ，オオルリソウ，マメアサガオ等

10数種があった。標本作成状況は lSE-1で370，

同 2で230， 同3で280となる。大山はまだ調査だけ

であるが， 8月16日には，全脳的に見ても稀産なオオ

ハヲウンラン を確認することが出来た。(守矢淳一)

その他の地区 大磯， 二宮，中井，平忽や秦野

の{也のメッシュでも活発な調査活動が続けられ50-250

種位の標本が作成されている。

O 三 浦ブロック

77ナ

宅地造成のため，三浦半島から姿を消してしま った

のかと恩われていた 77ナが，償須賀市内で見つかっ

た。 7 7ナが生育しているのは段家の裂の焔で，その

家の人 しか入れないので保護は可能である。 77ナは，

畑いっぱいに出ていて 作物の成育をじゃまして困る

らしL、。また 7 7 ナのことを，オンョロと 言ってい

た。

へピノヰゴザとハ リガヰワ ラビ

ヘピノヰゴザとハリガネワラビは，!1Ii須賀市や三浦

半島ではあまり見ることのできなくなったンヲである。

そのへピノヰゴザの生育地として， 今度の調査に より

浦賀町を追加記録できることとなった。株数は10余徐

である。そのへピノヰゴザと同じ場所に，ハリガネワ

ラビのある ことも確認できた。保護していきたいと恩

う。

コ"ノ ヒノキシタ

コパノ ヒノキシダが，東浦賀町の PII祉の焼内にある

ことがわかった。葉山の二子谷よりも数も多く ，よく

成長しているとおもう。

コ"ンソウ

j'j当山の海岸に， コパンノウの!砕洛がある ことがわか

った。 もとは，葉山公園にあ った (大谷茂先生の話)

もの らしL、。横須賀市内では，縦l南鷹取の団地内にあ

ることも様認されている。 ヒメコ パンソウは，各地に

ある。 (石渡 宏)

O 泉 北 ブロッ ク

1. ijii号で県北ブロ γ クの調査員希望者が続々現われ

ることを期待すると書きま Lたが，さ っぱり反応があ

りません。重ねて緑の宝庫「県北」への銚戦を名乗る

線の5日士の1:1:l現を渇望します。

2 県北ブロッヲの世話係は県立津久井高校の高橋節

郎先生が担当 して下さっています。

3. ~!II; 北 ブロック では調査会発足の 4 月以降毎月 l 回

合同調査を兼ねて現地学習会を持っています。それを

簡単に紛介しますn

4月15日(滅山)ニ 1)ンソウ の大欝落に迎えられて山

路にはいる。イチリ ンソウ，ヤマルリソウ， フデリン

ドウ，エイザ J スミレが咲 く道にナガパスミレサイン

ンの残り:tb，ユキ ザサの瞥も見えるo ，ガタ テンナ

ンンョウもひっそりと立つ。頂上にはニ シキゴロモが

分布する。 タブ，シキ， ，ヤ 7 シキミも開花中。

5月20日(峰の薬師)入口から珍しい箱物の出迎えを

受ける。中国原産婦化縞物セリパヒエ J ソウである。

道端の雑草欝洛として落ち着いている。マルパウツギ

の花に飾られた道を行くと ジャケツイバラの賞花が美

事に咲く。コパノ安ツナミソウも可憐である。

オオツヲパヰウツギ， ミヤ 7 ナルコユ 1)がIJIJ:tb中な

どと確かめていくうちにフナパラソウに出会う (少し

染が狭いのが気にかかるので再倹を要する)。

6月24日 (大室山)大場先生も同行して指導して頂く 。

ブナ有?にはいってツクパネウツギやサラサドウダンの

分布が多く，タンナサワヲタギの特異な樹l汎も目立つ。

コアジサイなどもほつほつあってヤマボウシーブナ苦手

袋の役者がそろう。ック パヰ ウツギにまじってベニバ

ナツヲ パネ ウツギがある。ツヴパ ネウ ツギにもかなり

赤味を幣ひた桃色花のものもあるo 蜜腺はツクパヰウ

ツギ型であるが前者との附種であろうか。 ァオホウズ

キ，タニギキョウが林床に多く， フジアカ νョウマ，

キヌヲソウも咲く。 77ニウの分布は丹沢山集でも大

室山以西ではないかと思いつつ見る。 オオモミ ジガサ

も健在で，大場先生に現場付近の組物社会学的なお話

を して頂き，オオモ Eジガサ ーブナ群集の説明も伺う。

神の川に下って，前日大場先生が見つけておかれたキ

パナ ショウキランに案内して頂く。控マアジサイの鮮

殺の中の世話木の傍に咲きかけている。

7月15日(早戸大滝ー丹沢山)満開のオオパアサガラ

の歓迎で沢にはいる。墜にはヒ卜ツバショウ 7 が若く。

ヲロテ ンコオトギリ，ホ ソパ ヤ7ハハコ， ハコネ ギヲ

が咲く 。花はないがウメウツギも岩に着く 。手の届く

伎にヒコサンヒメ ンャうの花がありシメヲとよろこぶ。

この魯の染袈中肋の毛が圧毛叉11無毛か立毛かでトウ

ゴウヒメシャラ(var. sericea Nakai )を分ける必要が

あるのかという前からの疑問が改めて頭に浮か£。丹

沢山頂近くではパイケイソウのi!O馳が汚なくぬんだ染

をつけてわひしく立って いる。

8月25日(三増峠)ハグロソウズタマソウ，ヤ 7

ゼリ，ァズマヤマアザ<，ツルニ J ジノ，サラ シナ シ

ョウマ等の花を見るなかにフ シグ ロセ ンノウの赤が一

段と鮮かである。花はなL‘がアケポノソウ ，カJ ア才

イ 77カ'イソウ等も蕗lを見せる。ハルニレ，ケ ンポ

ナシ， 7ロウメモドキを縫認する。

9月9日(桧拘丸)シロヤ 7 ギク， ヤマトリカブト，

7 ルパダケブキ，ホソエノアザミ， イヌヤマ ハ γカ，

トゲキクアザ ミ，ハコヰギク，イワキンパイ， ンオガ

マギヲ，キオン等と花展はにぎやかである。頂上付近

は;ブナ， ミズナラ，サワグ}L-t， リョウブ，イタヤカ

エデ，ムシカ 1)• ミヤマガ7 ズミ， ヒコサ ンヒメシ ャ

ラ， コミヰ カエデ， ヤマポウン等を主なli¥)lli:極とした

j京生林は素晴らしレが，釜山j草に沿ってブナの給木も

目立つ。ハ リギリの大木を前にして飼極判定にしばら

η乙ー



〈迷 う っ 樹皮はあかる い茶色で縦裂~j雛 . ち ょ っとみ

ると針葉樹のようである。乙れだけ立派なハリギリは

丹沢山随ーでは〈よいかと首が痛く なるまで克上げる。

10月16日(陣烏山)セキヤノアキチョウジ，アワコガ

ネギク.キパナアキギリ ナギナヲコウジュなど秋の

野の花展もどうやら終り K近づく。

]]月Jl臼f小倉山 )アラカシ， ンラカン，ウラジ ロガ

シp ツヲパヰガシは多いがアカガシが見ゐTこら位い。

山頂陀あ った何本かのタ ブの大木.カヤの老木そし て

樹下にはオモトが幾株か見える。ゴンズイの実も印象

的である。乙の頂上IC続く唯一筋の尾綬だけがその食

は自然福生を残しているように見える。 伐採.植林

の山肌が起伏しつつ続く〈よかでの乙のー画はいつまで

自然を保ち得るか心配位乙と でゐる。(城川 四郎)

O ブロッヲの区分と代表者は次の通 りです。

調査に当つての連絡は句 ブロック代表の方へお節h

します。

機浜北・川崎地区 森E主婦 (彰並区

) 

布置浜南地区 村上司llB(港南区

) 

三浦地区 石渡治ー (償須賀市

) 

鈴木一喜(三浦市

) 

湘南地区 守矢淳一(平塚市

) 

l県央地区 秋山 守(綾瀬市

) 

高僑秀男(相僕原市

) 

県西地区 桧浦正郎(小田原市

) 

県北地区 威川四郎 (秦野市

) 

鎌怠地区 小林純子(鎌怠市

) 

O 昭和55年度の行事計画

今年度はンーズン申花月 1回採集会をブロ ァヲまわ

りもらで実証Eする予定です。計画の立案はブロ γ クで

行ないます。

4月倹浜南 5月県央 6月償浜北 ー川

崎 7月 三浦 8月 県北 9月県西

10月椛1南 J¥月鎌倉

第 1回ブロ ッヲ日IJ植物調査一償浜南地区ーの計 画は

次の通 りです。多数御参加下さい。

期日 4月13日 (日)午前 9時機子区泉桜沢バス停

集合。国鉄磯子駅より市営パス氷取沢行。京

浜急行上大関駅より江ノ屯パス氷取沢行.終

点下車o

コー λ 氷III沢市民の森一円海山頂一議念寺一 峰市民

の森一洋光台駅 午后 3時頃解散予定。

持ち物 弁当 1 水筒.ビニール袋，手帳.野冊など

軽いハ イキ ンダコースです。足Cしらえさえし司か

りしていれば服装は何でもけっ乙うです。どなたでも

参加できます。ス Eレ類やシダの芽生えがきれし‘でし

ょう。

第 5回織物研究講座・ 2昔築僚本のっくり方講習会

踏襲銀本(押し裁)のっく り方を実際に行ないます。

新し く組物誌調査に参かくされた万，また額本づく り

の経験の位い方の参加を希望します。

期日 4月19日 (土) 午後 2時一4時

会場 県立問物館

講師 県立同物館学芸員

持物 野町，当日僚本K製作する材料を深集してき

て下さい。

第 6回 植物研究講座 (予告 )

6月 8日 (日) テン ナンショウ類ほか

O 神 奈川 県植物誌調査会会則

I 本会は神奈川県およびその隣綾地援の値物相を

調査し.その成果ぞ刊行する乙とを目的とする。

2 本会は神奈川県縞物誌謁査会といい，事あ局を

神奈川県立俗物館(償浜市申区南仲通り 5-60)内は

おく。

3一 本会の目的Il:質問し，別に定める会費を納入す

るも のをもって会員とする。

4 本会は.その目的を達成するため陀次の事業を

行匂う。

①指物Il:関する研究会，観察会 φ 講演会などの関

催

②会報.諸成果の刊行

③その他役貝会で必裳と認める事業

5 会の運営にあたり .次の役員を:Qく 。任期は 2

ヶ年とするが.内一径はさまたげ〈よい。 顧問若干名，代

表 2名.地区代表若干名，五Jj営委員若干名.事務局員

-13-

(庶務， 会計)若干名。

6 本会は役員会の合議ICよっ て運営する。役員は

顧問，代表，地区代表，運営委員.事務局員を もって

階成する。

7 役員の選出. 会則の改正は総会の承認を得て決

定する。

8 総会は年一回開催する。

付則

会則は昭和55年 l月27日より実施する。

会授は当分の問年額 2，000円とする。

上記のように会則が 1月27日の総会で決りました。

O 会費納入 IC.C協力を

1月27臼の総会はおいて年会費 2，000I可児決まりま

した。まだ納入さ れてい〈よい万は宜しく:Q願いします。

送金は娠主主でお願いしま す。

振替口座 神奈川県組物誌調査会

償浜 10195 



U 告

 

O 神奈川|コケの会 '県産コケ目録づくり始まら

本会の設、Jの目的はコケ縞物(辞首鼠)の普及活動

と県産コケ目録を作成する乙とである「代表は神奈川

劇科大学の広浜徹氏で事務局を岡大生物学教家(t!Ii須

fi市稲岡DlJ82) ， ζffit ~ て h るつ

発足来観祭会を，丹沢大山 科11武寺，箱綬宮の下位

どで行なって h る。 研究会は県立博物館と神奈川闘科

大学で顕微鏡を月lいて僚の同定や図鑑の険家の仕方に

ついての講習会を実砲した。コケ縞物?と関心を持って

いる万佐ら l正常時会員Kなれます。会員数36名現在。

(神奈川コケの会庶務幹事 神奈川県立問物館生出智哉)

O 神奈川県Ic分布しそうな者シポポ類

2月17日の第 4回神奈川県の縞物研究講座ではスミ

レと タンポポ 壱テーマとしました 。神奈川県民ありそ

う佐世ンポポは次の通りですが，乙のうちカンサイタ

ノポポは記録はあるものの実際は分布して v>tJ:いので

はな hかと考えられます。セイヨウタンポポとキレハア

カミタンポポは盛子の色と大さきが決めてのようで葉

形や花では区別の難しいものが多いようです。図の上

段は総琶の形，下は総省片の外片と内片の形です。

TARAXACUM Wiggers タンポポ属

a = T. .iaponicum Koidz カンサイタ Jポポ，タンポポI?)

b ~ T. hon:loense Nal也iex. H. Koru エ/タンポポ

(高地.津久井)

f. hondoense 

f. albofla珂 scensH. Koidz ウスジロエ/タンポポ

c ~ T. platycarpum llih 1 st，edt カントウタ/;jf;Jf(内陸全般)

f. plat.Ycarpurn 

f. albollavesces 1-1. Koidz ウスジロカノトウ空ンポポ

d ~ T. l on~ap問団】cula t.wn N:叫温I ヒロハタンポポ， トウカ

イ合ンポポ(沿海地)

f. longeap伊国:ωlatum

f. albon.vesccns州国mura ウスジロヒロハタンポポ

e = l' V'J.riabile Kit.amurs キツヰタノポポ(箱浪.丹沢<)) 

f ~ T. albidul1l J:hhlst吋L シロパナタ Jポポ(点在)

i 川bidum

5ulphurcum I¥"ilamura キパナンロタノポポ

g ~ T. of1icinal，、¥¥'ear セイヨウタンポポ(都市など)

T. laevig川 um DC ア力，1'ンポポ.キレハアカ，1'ンポポ
(都市)

o 1!f， 3 号の発行が大型~Kì足れ，申しわけゐりません。

今年は隔月位[とは 発行したいと考えております。 ょう

やく春です。皆様の御活躍を期待 します (01-1)

。 b c 

E
U門

E
U喧

d g e 
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